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京大広報

【大学の動き J 
部局長の交替等

副学長

古j宰 巌大 学 院農 学 研 究 科

教授 （応 用 生 物 科 学専攻植物

保護 科 学 講 座 担 当 ） が 4 月 9

日 初代 副 学 長 に 任命 さ れ た 。

任 期 は 平 成 1 2 年 3 月 3 1 日 ま で

であ る 。

副学長

＝好郁朗総合 人 間 学 部 教授

（ 国 際文化学科言語文化論講座

担 当 ） が 4 月 9 日 初代 副 学 長

に任命 さ れ た 。 任期 は 平 成 1 2

年 4 月 8 日 ま で である 。

大学院アジア ・ アフリカ地域研究研究科長

大学院 ア ジア ・ アフリ カ 地域

研究研究科の新設 に伴い， 坪内

良博大学 院 ア ジア ・ アフリ カ 地

域研究研究 科教授（東南 ア ジア

地域研究専攻地域変動論講座担

当 ） が 4 月 9 日 同研究科長 に任

命さ れ た 。 任期 は平成 12年 4 月

8 日 ま で である 。

大学院情報学研究科長

大 学 院情報学研 究 科 の 新設

に伴 い ， 池 田 克夫大 学 院情報

学 研 究 科 教授 （知能情報学 専

攻知能情報 ソフ ト ウ ェ ア 講 座

担 当 ） が 4 月 9 日 同 研 究 科 長

に任命 さ れ た 。 任期 は 平 成 1 2

年 4 月 8 日 ま で である 。
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再生医科学研究所長

再生医科学研究 所の新設 に伴

い， 山岡義 生大学 院医学研 究科

教授（外 科系専攻器官外 科学講

座担 当 ） が 4 月 9 日間研究所長

に任命さ れ た 。 任 期 は 平 成12年

4 月 8 日 ま で である 。

大学院薬学研究科長 ・ 薬学部長

佐 藤 公 道大 学 院薬学研 究 科

長 ・ 薬 学 部 長 の 任 期 満了 に伴

い ， そ の 後任 と し て 川寄敏祐

大 学 院薬学研 究 科 教授 （ 生命

薬 科 学専攻生体分子薬学 講 座

担 当 ） が 5 月 1 日 大 学 院薬学

研 究 科 長 ・ 薬 学 部 長 に任命 さ

れ た 。 任期 は 平 成 1 2 年 4 月 30

日 ま でである 。

大学院エネルギー科学研究科長

新 宮 秀 夫大 学 院エネ ル ギ ー

科 学 研 究 科 長 の任期満了 に伴

い ， そ の 後任 と し て伊 藤靖彦

大 学 院エネ ル ギ ー 科 学 研 究 科

教授 （エネ ル ギ一基礎 科 学専

攻エネ ル ギ一反応学講座担 当 ）

が 5 月 1 1 日 大 学 院エネ ル ギ ー

科 学 研 究 科 長 に 任命 さ れ た 。

任期 は 平 成 1 2 年 5 月 1 0 日 ま で

である 。



京大広報

【部局の動き 】
大学院情報学研究科の設置

平 成 10年 4 月 1 日 大学 院情報学研究科が設置 さ れ

た 。 こ れ に伴っ て， 大学院工学研究科数 理工学専攻，

情報工学専攻， 応用 シ ス テ ム 科学専攻お よ び電子通

信工学専攻は， 在学生 の 課程修了 を 待 っ て 廃止 さ れ

る 。

情報学研究科 は， 昭和6 1 年 に 京都大学情報学部構

想検討委員 会 を 設置 し て 行 わ れ た検討 に 端 を 発 し ，

10余年 を 経て平成 6 年 よ り 検討が再 開 さ れ， 京都大

学将来構想検討委員 会 に よ り 策 定 さ れ た， 独立研究

科計画 に 基づ き 設置 さ れ た も の であ る 。

2 1 世紀 は情報の 世紀である と 言わ れ て お り ， 情報

技術 は 現在 最 も 急速 に 発展 し て い る 技術である 。 こ

れ を 社会 に 本 当 に 適 合す る も の と し て， 人類の幸福

の た め に な る よ う に 発展 さ せ てゆ く こ と は， 2 1 世紀

を 創 造 の 世紀 と し て 人類が持続的 に繁栄す る た め の

緊急課題である 。

情報学研究科は， 既 に 確 立 し た 領域がそ れ 自 身高

度 化 し てゆ く 形で行 わ れ て き た大学院高度化 と は異

な り ， 異分野の相互作用 と 融合 に よ っ て 「情報学：

InformaticsJ と いう新分野 を 生 み 出 し ， 2 1 世 紀 の

情報文明 の発展 に 貢献す る こ と を 目 的 と し て い る 。

情報学研究科 は， 人 間 ら し い し な や か な情報処理

の 実現 を 目 指す知能情報学専攻， 社会 と 情報化技術

の調和 を 求め る 社会情報学専攻， 複雑な シ ス テ ム の

専 攻 名 言摩 � 

生体 認知情報学

知能情報学専攻
知能情報ソフトウェア
知能メディア
メディア応用（協力講座）
社会情報モテ・ル
社会情報ネットワーク

社会情報学専攻 生物園情報学

1 998. 5 No. 524 

多様 な 挙動 の解明 と そ の モ デル 化 を 目 指す複雑系科

学専攻， 自 然 な ら び に 人工 シ ス テ ム の 数理構造 の解

明 や ア ル ゴ リ ズ ム の 開発 を 目 指す 数理工 学専攻， 情

報 と シ ス テ ム の ニ ュ ーフ ロ ン テ イ ア を 拓 く シ ス テ ム

科学専攻， お よ び情報化社会 を 支え る 基盤技術 の確

立 を 目 指す通信情報 シ ス テ ム 専攻の 6 専攻 よ り 構成

さ れ る 。

情報学研究科 で は 大講座制が と ら れ て お り ， そ の

教育 ・ 研究組織 と 入学定員 は 表 の と お り であ る 。 構

成 は， 工学研究科， 総合 人 間 学部， 文学研究科， 理

学研究科， 農学研究科 か ら の移行 と 振替等 に よ る 18

基幹講座 （42分野） ， 連携5 分野 （うち研 究 科 内 措

置 3 分野） ， お よ び客員 1 分野であ る 。 これ に 協力

講座 と し て，総合情報 メ ディア セ ン タ ー （分野数 3 )'

防災研究 所 （ 同 3 ） ， 医 学 部 附属病院医療情報部

（ 同 1 ） ， 大 型計算機セ ン タ ー （ 同 1 ） ， 超高層電波

研究 セ ン タ ー （ 同 4 ） が加わ っ て い る 。 本研究科の

教員 は ， 工学部， 総合 人 間 学部， 文学部， 理学部，

農学部の 各学部 と の協議 に よ り ， 学部 を 兼担 し て 学

部教育 に も 参加す る 。

以 上 の よ う に ， 情報学研究科は， 新 し い構想 に 基

づ く 2 1 世紀 に 向 け て の 京都大学発展の重要 な ス テ ッ

フ。 を 担 っ て お り ， そ の 立 地場所は， 第 3 キャ ン パ ス

構想 に 沿 っ て検討 さ れ て い る と ころであ る 。

名
入 マ�ー' ｛ 疋三 員

修士課程 博士後期課程
人 人

28 13 

27 13 
地域・防災情報システム学（協力講座）
医療情報学（協力講座）
r. l二、用解析学

複雑系科学専攻 複雑系力学 24 10 
複雑系構成論
応用数学

数理工学専攻 システム数理 21 9 
数現物理学
人問機械共生糸

システム科学専攻
システム構成論

30 13 
システム情報論
応用情報学（協力講座）
コンビュータ工学
通信システム工学

通信情報システム専攻 集積システム工学 35 16 
宇宙電波工学（協力講座）
地球電波工学（協力講座）

学 生 ｛ 疋 員 計 165 74 

（大学院情報学研究科）
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第6回成人病対策市民講座の開催

第 6回成 人病対策市民講座が 4 月 4 日 （土） の 午

後 に 京都教育文化セ ン タ 一 大 ホ ー ル で 開 催 さ れ た 。

本市民講座 は， 医学部附属病院 第二内 科（大学院医

学研究 科 内 科系専攻臨床病態医科学講座 ） 主催の も

と ， 第 二 内 科の医師が京都市民 を 主 な 対象 と し て 成

人病（生活習慣病） の予 防 と 対策 を 分か り や す く 解

説す る も の であ る 。 毎年 4 月 の 第 l 土 曜 日 に 開 催 さ

れ， 今回 は 京都市環境保健局の後援の も と 第 6回 を

迎えた。

本 年 度 に取 り 上げ ら れ た 内容は， 高血圧 ・ 動脈硬

化， 糖尿病， 肥満， 腎臓病， 心臓病， 肝臓病， 内 分

泌疾患， 骨粗繋症， リ ウ マ チ ・ 膝原病， 運動療法の

10項 目 であ っ た 。 そ れぞれの外来担 当医師が， 診察

の 際 に患者か ら よ く 受 け る 質問 に 答え る 形式で， 日

常生活 や 食事な ど病気 と の付 き 合い方や 予 防法 を 1 5

分 間ずつ話 し た 。 講演 に 際 し て， 臨床病態医科学講

座 中 尾一和教授 が中心 と な っ て 作成 し た パ ン フ レ ッ

卜 「生活 習慣病（成 人病） 予 防指針J（京都市環境

保健局保健衛生 部健康増 進 課 が平 成 1 0 年 3 月 に 発

行 ） を 講演レジ、ユ メ と 共 に 配布 し た 。 講演途中 の 休

大学院情報学研究科入学式

今 年 度 設置 さ れ た 大 学 院情報学研 究 科 の 入 学 式

が， 4 月 16 日 （木 ） 午前 10時か ら ， 名誉教授 を は じ

め 来賓 出 席 の も と に， 工学部大会議室 に お い て 挙行

さ れ た 。

入学式 は， 学 歌斉唱（京都大学 グリー ク ラ ブが協

力 ） に 続 い て 「総長 のこ と ばj があ り ， 午前10時20

分 に 終了 し た 。

今年度の 入学者数は次の と お り であ る 。
． � ． ． ． 

． ． 
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憩 時 間 に は， 本学 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボー ル部の ト レ

ーニ ン グコーチ に よ る ス ト レ ッ チ体操の実演指導が

あ り ， 参加者全員 がリ ラ ッ ク ス し た 。 ま た， 講 演 の

後 に は ， 質疑応答お よ び個別相談の 時 間 を 設 け て ，

f間々 の ケ ー ス にf!P し た ア ドノf イ ス を 行二っ た 。

今回 も ， 京 都 市 民 を は じ め と し て 他 府 県 か ら も

300名以上の参加があ っ た 。

（大学院医学研究科 ・ 医学部附属病院）

耳i 攻
修＋謀程入学者数

入学者
外WI ρl y抵！ ノ人｜三 社会人

博上後期課程入学者数

入学者
外留学｜五1生人 社会人

人 人 人 人 人 人
知能情報学専攻 32 1 8 1 1 

社会情報学専攻 29 4 5 1 

複雑系科学専攻 18 5 

数理工学 専 攻 18 3 

システム科学専攻 39 2 6 2 

通信情報システム専攻 53 5 5 1 2 

計 189 12 32 5 3 

（注）外国人留学生， 社会人は入学者の内数

（大学 院情報学研究科）
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大学院アジア・アフリカ地域研究研究科入学式

今年度設置 さ れ た 大学 院 ア ジ ア ・ ア フ リ カ 地域研

究研究科 の 入学式が， 4 月 20 日（ 月 ） 午前10時 か ら ，

来賓 出 席 の も と に， 東 南 ア ジ ア 研究セ ン ター第 l 教

室 に お い て挙行 さ れ た 。

入学式は， 学歌斉唱 （ 京都大学合唱団 が協力 ） に

続 い て 「総長 の こ と ば」があ り ， 午前10時 1 5分 に 終

了 し た。

今年度 の 入学者数 は次の と お り である 。

博 士 課 手皇
専 攻

入学者数 外国人留学生
人 人

東南アジア地域研究専攻 10 2 

アフリカ地域研究専攻 7 

言十 17 2 

（注）外国人留学生は入学者の内数

〔日誌 1998年3月1日～3月31日 】
3 月 4 日 環境保全委員 会

5 日 核燃料物質管理委員 会

9 日 オ ー ス ト リ ア 共和国 国 立 グ ラー ツ 大

学 WolfRAU CH 学長来学， 総長 及 び

関係教官 と 懇談

10 日 評議会
，， 教育課程委員会

1 1 日 国際交流委員会
’r 国際交流会館委員会

12 日 大韓民国 延世大学校柳 洲鉱副総長

他 3 名来学， 総長 及 び関係教官 と 懇談
。 中華人民共和国 北 京師範大学鄭 師

渠副 学 長 他 3 名 来 学 ， 総長 及 び関係

教官 と 懇談
，， 環境保全委員 会

13 日 入学者選抜 学 力 試験 （ 後期 日 程試験）

( 14 日 ま で ）

17 日 附属図書館商議会

18 日

19 日

’， 

23 日

,,. 

宅，

イシ

24 日

3 1 日
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（大学院 ア ジ ア ・ ア フ リカ 地域研究研究科）

タ イ 王国 タ マ サ ー ト 大 学 No ranit

SETA BUTR 学長来学， 総長特別補佐

及 び関係教官 と 懇談

サ ウ ジ ア ラ ビ ア王国 H . E. Khalid b in 

Muhammad AL- ANGARI 高 等 教 育 大

臣他 1 1 名来学， 総長代理 と し て 国際交

流 委員会委員 長 及 び関係教官 と 懇談

放射性同位元素等管理委員 会

ド イ ツ 連邦共和国 ボ ン 大学 R einhard

SELTEN 教授 来 学 ， 総長 及 び関係教

官 と 懇談

ア メ リ カ 合 衆 国 ア ラスカ 大 学 ア ン カ

レ ッ ジ校 Edward Lee GOR SU C H 学 長

他 1 名来学， 総長 及 び関係教官 と 懇談

修士 学位授与式

博士学位授与式

卒業式

評議会



京大広報

下程 勇吉 名誉教授

本 学 名誉 教授 下 程勇 吉 先 生

は ， 3 月 1 7 日 逝去 さ れ た 。 事

年93。

先 生 は ， 昭和 5 年 京 都帝国

大 学 文 学 部哲学 科 を 卒 業 後 ，

大 阪 府 立 市問中 学 校 教諭， 京

都府 立医科大学予科教授 を 経 て ， 昭和22年 に 京都帝

国大学文学部助教授 に な り ， 翌年同教授 に昇任， 教

育学教授法講座 を担 当 し た 。 新制大学発足 に 当 た り

教育学部の創 設 に 参画， 昭和26年教育学部教授 と な

り ， 昭和43年停年退官。 名誉教授 の 称号 を 受 け ら れ

た 。 こ の 間， 昭和26年 4 月 か ら 同29年 3 月 ま で教育

学部長 と し て， 草創期 に お け る 学部の教育 と 研究 の

整備充実 に多大の貢献 を さ れ た 。

大隅健一郎 名誉教授

本 学 名誉教授 大隅健一郎先

生 は ， 3 月 1 9 日 逝去 さ れ た 。

享年93。

先 生 は ， 昭和 3 年 京 都帝国

大 学 法 学部 を 卒 業 ， 同法 学 部

助手， 助教授 を 経 て 同1 3 年 教

授 に就任 さ れ， 商法 を 講ぜ ら れ た 。 同4 1 年 に 最高裁

判 所判事就任の た め退官 さ れ 京都大学 名誉教授 の

称号 を 受 け ら れ た 。

こ の 間 ， 昭和20年 2 月 か ら 2 年 間評議員 と し て ，

ま た同29年 9 月 か ら 2 年 間 法学部長 と し て ， 本学の

管理運営に多大の貢献 を さ れ た 。

本学退官後 は ， 昭和41 年 9 月 よ り 最高裁判所判事

の重責 を 担 わ れ， 卓越 し た 学識 と 鋭い洞察力 を も っ

て多数 の重要問題の解決 に 当 た ら れ， 判例法理の飛

躍 的発展 に 大 き な 足跡 を 残 さ れ た 。
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本学退官後 は ， 松蔭女子大学学長， 大阪市教育委

員 会委員 長 な ど を 歴任 さ れ た 。

先 生 は， 教育 の 人 間学的基礎 を 深 く 探求 し て 独自

の 教育 人 間 学 の 樹立 を 目 指 さ れ た 。 そ の 成 果 は『 フ

ツセ jレJ『天道 と 人 道』『教育の場 と し て の 人 間J を

は じ め， 多数の著書 に 収め ら れ て お り ， 特 に ， 二宮

尊徳， 吉 田 松陰， 中 江 藤樹に関す る 研究 は 日 本 の 教

育思想研究 は も と よ り ， 広 く 日 本精神史研究 と し て

大 き な意義 を も っ て い る 。

ま た 先 生 は ， 関西教育学会会長， 日 本教育学会理

事 な ど を 歴任 さ れ， 我が国 の教育研究の発展 に 指導

的 な 役割 を 果 た さ れ た 。

こ こ に謹ん で哀悼の意 を 表 し ま す 。

（ 大学院教育学研究科）

先 生 は， 商法の全領域， お よ び独占禁止法や証券

取引法等の商法の隣接領域 に つ い て多数の著書論文

を 公 に さ れ た が， と り わ け 力 を 注がれ た の は、 会社

法の研究である 。 そ の研究は 歴史 と 比較法 に 関す

る 深い造詣に基礎づけ ら れ て い る た め ， 強い説得力

を 有 し ， 学界お よ び実務界 に常 に 大 き な 影響 を 及ぼ

し て き た 。

先 生 は 教育 に も 情熱 を 傾 け ら れ， 現在 わが国 を 代

表 す る 学 者， 法曹， 企業経営者等 を 多数 育 成 さ れ

た 。

こ れ ら 一連の功績に よ り ， 先 生 は 昭和49年 1 1 月 に

勲一等瑞宝章 を 受 け ら れ， 同52年 に 日 本学士院会員，

同60年 に 文化功労者 と し て 顕彰 を 受け， 平 成 5 年 に

文化勲章 を 受賞 さ れ た 。

こ こ に謹ん で哀悼の意 を 表 し ま す。

（大学 院法学研究科）
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【紹介 〕
大学院文学研究科・文学部

文学研究科 ・ 文学部 はここ二年ばか り の聞に 大 き

な 変 化 を 経験 し た 。 ひ と つ は 大学院重点化 を は じ め

と す る 組織の再編であ り ， も うひ と つ は 建物 の改築

であ る 。

前 者 の結果 と し て ， 日 本哲学史や ス ラ ブ語学 ス ラ

ブ文学 な ど， 開 設 が長年望 ま れ て い た 分野や ， 二十

世紀学の よ う な 全く新 し い 分野が加わ り ， 教育 と 研

究 は そ れ ま で と 比べ て は る か に 多様 な も の に な っ

た 。 ま た ， 大学 院重点化の結果 と し て 特 に強調 し て

おかねば な ら な い の は ， 従来 か ら 緊密 な協力関係 に

あ っ た 人文科学研究所 か ら 多数の 教官が協力 講座担

当者 と し て 参加す る こ と に な っ た 点であ る 。 これ ら

の 方々 に は ， 講義や演習 は も ちろ ん ， 博士論文の指

導 に も 当 た っ て い た だ い て い る 。

一 方 ， 老朽化が憂慮 さ れ て い た 文学部 の 本館 に代

わ っ て ， 8 階建 （一部 5 階建） の新館が昨年秋， 旧

本館の北側 に す が た を あ ら わ し た 。 そ れ よ り 先， 旧

本館の西側 に 既 に 建 て ら れて い た 2 階建の教室 と あ

わせて ， 文学部 の 改築はひ と ま ず完成 し たこ と に な

る 。 新 し い 建物の特色 は ， すべて の 部屋 に 電算機の

端末が設置 さ れ て い る こ と であ る 。 これ に よ っ て 時

間 を 問 わず情報 を 外部 か ら 取 り 入 れ た り ， 国 内 は も

と よ り 国外 に 向 か っ て も 情報 を 発信 し た り す る こ と

が可能 に な っ た 。

このこ と に も 現 れ て い る よ う に ， 文学研究科・文

学部の教育 と 研究 に つ い て と り わ け 目 に つくの は著

し い 国 際化であ る 。 文学研究科では 外国文化の研究

が大 き な 割合 を 占め て い る ので外国 人学者 を 招 い た

り 留 学 生 を 送 り 出 し た り す る こ と は 以 前 か ら 頻繁 に

行 わ れ てお り ， ま た ， 広 義 の 東洋学 を 専攻す る 研究

者や学生 を 数多く迎え入 れ て も い た が， 最近 に な っ

てこういう傾向 は 一段 と 顕著 に な っ た と 言え る 。 た

と えば， 西洋古典学の 教授 と し て ス コ ッ ト ラ ン ド の

セン ト ・ アン ド ル ー ズ大 学 に 長年籍 を おい て い た著

名な 古典学者エリザベ ス ・ ク レ イ ク氏が着任 し たこ

と が挙げ ら れ る 。 あ る い は ， 再編の結果 ， 国 内 国外

そ れぞ れふた つ の客員部門が設 け ら れ る こ と に な

り ， 後者 に つ い て は ， 欧米や 中 国 の 学者 を 相次いで

招聴 し て き た が， 近 いうち に ロ ン ドン大学のアン ド

Jレ ー ・ ガ ー ス ト ル氏 を 招く予定 に な っ て い る 。 ガ ー

513 

1 998. 5 No. 524 

ス ト ル 教授 は浄瑠璃の研究者 と し て すぐれ た 業績 を

も っ人であ っ て ， この よ う に 日 本文化の教育研究 に

おい て も ， 昔 な ら 考え ら れ な か っ た か たちの交流が

行 わ れ て い る のであ る 。

文学研究科所属の教官 自 身 も も ちろ ん 国 際的 な 場

で盛ん に 活動 し て い る 。 国 際学会で研究発表 を す る

の は 以 前 か ら そ れほ ど珍 し く な か っ た が， 近 年 は ，

外 国 の権威あ る 学術機関で講義 や 講演 を 行 っ た り ，

研究成 果 を 外国で公刊 し た り ， 外国の文学作品のテ

ク ス ト を 校訂 し て そ の 国で出版 し た り す る な ど， 文

字通 り 外国 人の研究者 と 対 等 の 立 場で仕事 を し て い

る 例が数多く認め ら れ る よ う に な っ て い る 。 往時 の

わ が 国 の外国文化研究者 は ， 外国で行 わ れ て い る 研

究 を 日 本 に 紹 介す る だ けで一人前 と 認め ら れ る 嫌い

カf なくは な か っ たカf， も は や そういう時イtで は な い 。

文学研究科の教官たちの仕事がわ が国 の論壇や思想

界 に 対 し て も っ て い る 影響力 が以前 よ り 劣 る と いう

指摘 も 一部 に は あ る よ う だが， そ れ は研究が単 に 日

本 だ けで な く 国 際的 な 場 を 意識 し て 行 わ れ て お り ，

国 際的水準に照 ら し て遜色の な い も の に な っ て い る

と いう事実の半面な の だ と 言える であろう。

但 し ， 研究成 果 を 一般社会に還元す る こ と も 忘れ

ら れ て い る わ けでは な い 。 大学 院重点化 の 実現 を 記

念 し て ， 専攻 を 異 に す る 教官たち に よ る 公 開 シ ンポ

ジ ウ ム が一昨年秋 に 開催 さ れ た が， これは幸い好評

を 得 る こ と がで き た 。 シ ンポ ジ ウ ム はテー マ を 変え

て昨年 も 行 わ れ た が， 文学研究科では た と えばこう

いうかたちで一般社会 と の つ な が り を 保 っ て 行 き た

い と 考えて い る 。

（大学院文学研究科 ・ 文学部）



京大広報 1 998. 5 No. 524 

衛星電波観測で見る宇宙空間の泡沫（うたかた）

ー超高層電波研究センターの最新研究成果よりー

超高層電波研 究 セ ン タ ー は ， 宇宙 ・ 地球環境 に お

け る 電波科学の発展に寄与すべく， 日 夜努力 し て い

る 。 MU レ ー ダ ー （京大広報No 282 1984 . 12 . 1 

参照） ， 電 波 科学計算機実験装置 （ KDK) （京大広

報No. 452 1 993 . 9 . 15参照） な ど の 設 備 を 全国

共 同 利用 に供す る ほか， 境界層 レ ー ダ ー ， 流星 レ ー

ダー な ど 各種 レ ー ダ ー 及 びセ ン タ ー ・ オ ブ ・ エク セ

レ ン ス （ COE ） と し て 整備 さ れ た マ イ ク ロ 波エネ

ル ギ ー 伝送実験装置 （ METLA B ） な ど も 共 同 研 究

に提供 し 各々成果 を あ げて き て い る 。 当セ ン タ ー で

はこれ ら の 共 同 利用研究以外 に ， セ ン タ ー の研究者

が中心 と な り ， 他 の関連共 同 利用研究機関， 全国 の

関連研究 者 と 共 同 し て 展 開 す る 研 究 も 行 わ れ てし

る 。 紙面の関係ですべて を 紹 介す る こ と は不可能 な

ので， 今回 は 最後 に あ げた形態で成功 を 収め て い る

研究の紹介 を す る こ と に し た い。

昔， 人々は川面 に浮かんで流れ さ り 消えて いく泡

沫 （う た か た ） に 自 分の 人生や恋の無常， は か な さ

を 映 し た 。 一様 な 川 の 流 れ の 中 に あ る そ の 泡沫 は ，

何世紀 も 隔て た 現代 の我々 に と っ て も 同 じ 様 な 感慨

を も た ら し てくれ る 。 し か し ， この泡沫が実 は 地球

を 取 り 囲む宇宙空間 プ ラ ズ マ の 大海に も 存在 す る こ

と は ， 我々の 科学衛星 に よ る 観測 と 計算機実験 を 組

み 合 わ せ た研究が行 わ れ る ま で誰 も 知る こ と は な か

っ た 。

科学衛星GEOTAIL は ， 文部省宇宙科学研究所が

米 国NASA と 共 同で1992年 に打ち上 げた 人工衛星で

あ り ， 地球磁 気圏の夜側 に 存 在 す る 「磁 気圏尾 部J

を 観測す る こ と を 目 的 と し て い る 。 京都大学超高層

電波研究セン タ ー で は ， 松本 紘教授 を 主任研究員

(PI) と し て ， この GEOTAIL 衛星 に 全国 の宇宙電

波科学研究者 と 協力 し プ ラ ズ マ 波動観測装置 を搭載

し た 。 このGEOTAIL 衛星 に搭載 さ れ た プ ラ ズ マ 波

動観測装置は， 従来 の波動の周波 数 ス ペク ト ル を 観

測す る 受信器の他 に ， 波形 を 直接捕 ら え る 波形捕捉

受信器 （WFC : Wave-Form Capture） を 備え て い

る 。 電波 は ， 「 振 幅 」 ， 「周 波 数」 ， 「位相」 ， 「 波 数 j

と いう 4 つ の属性 を も っ て い る 。 これ ら 4 つ の属性

のうち，従来の周波 数 ス ペク ト ル 受信器 は ， 「振幅J,
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「周波 数j ， の情報の み し か観測で き な か っ た の に 対

し ， GEOTAIL のWFC受信 器で は ， 「振幅j ， 「周波

数J， 「 位相」 ， と いう 3 つ の属性 ま で観測で き る よ

う に な っ た 。 そ し て ， このWFC受信 器 が宇宙空間

の 泡沫 を 観測す る の に 成功 し た のであ る 。

1976年 にアメ リ カ の 衛星 に搭載 さ れ た スペク ト ル

受信器に よ っ て 広帯域静電ノ イ ズ （BEN : Broadband 

Electrostatic Noise ） が発見 さ れ た 。 この波動の特

徴 は ， スベク ト ル が数Hzか ら 数kHz に わ た っ て 広帯

域 に 広 が っ て い る こ と に あ り ， この広帯域性 を 説明

す る た め に 様々な議論が展開 さ れ た 。 波動 の名前 に

“ ノ イ ズ” と 入 っ て い る の は こ の 広 帯域性 が ラ ン

ダ ム ノ イ ズ の よ う な も ので構成 さ れ て い る であろう

と い う予測か ら であ る 。 この BENの 波形 を 前述の

GEOTA IL WFC受信 器が世 界で初め て 観測す る こ

と に 成功 し た 。 図lが そ の 観測波形の一例であ る 。

この波形 を 見てすぐわ か る の は ， この波動 は ノ イ ズ

で は な い と いうこ と であ る 。 む しろ， き れ い な ス パ

イ ク状の孤立 し た パ ル ス 波形の 連続であ る 。 我々は

こ の 波 動 を 静電 孤 立 波 （ESW : El e c tr osta t i c  

S olitary Waves） と 名付 け た 。 この 波形 を スペク ト

ル 解析す れば広帯域 な周波数 ス ペク ト ル に な る こ と

は 明 ら かであ る （波形 を み ればこの よ う な 広帯域 ス

ペク ト ル を 予想で き る が， ス ペク ト ル の み の従来の

受信器 に よ る 観視肋、 ら この 波形 を 予想す る 人 は な か

っ た 。 ま さ に コ ロ ン ブ ス の卵的 な発見であ っ た ） 。

さ て ， この発見 さ れ たESWが ど の よ う に 発生 す

る の か。 そ のメ カ ニ ズ ム を 解析す る た め に ， 我々の

セ ン タ ー の計算機実験チーム が活躍 し た 。 そ の結果，

電子ビー ム が高速で プ ラ ズ マ媒質中 を 走 り 抜 け た 際

に発生す る 静電波動が非線形発展す る と ， 電子の密

度 が 局所的 に低く な る ポテンシ ャ ル 構造が安定 に形

成 さ れ る （ BGK : Bernstein-Greene-Kruskalポテ ン

シ ャ ル ） こ と を 示 し た 。 こ の BGKポテン シ ャ ル が

衛星 を 高速で通過す る と ESWの よ う な孤立 し た 電

界波形が観測 さ れ る 。 図 2 に 計算機実験 に よ っ て 得

ら れ た 電 界波形 と 電子の位相 図 を 示す 。 図 l と 2 を

比較す れば， 計算機実験が観測 を う ま く再現 し て い

る こ と がわ か る 。 ここに形成 さ れ て い る ポテンシ ャ
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ル 構造こそ が， 宇宙空 間 に浮かぶ 「電子の泡沫」 な

のであ る 。

計 算 機 実 験 の 結 果 か ら ， こ の 電 子 の 泡 沫 は

10, 000km/s程度 の 高 速で流 れ て い る と 予測 さ れ て

い る 。 川面の 泡沫 と 違っ て 人 の 自 に は と ま ら ぬ速 さ

で， 人 生 の 無常 を そこか ら 感 じ る 暇 も な い が， この

泡沫の 科学衛星 に よ る 発見 と 計算機実験 に よ る 発生

メ カ ニ ズ ム の解明 は ， この分野の研究 に 大 き な イ ン

パクト を 与え た 。 そ の 証拠 に ， このGEOTAIL 衛星

に よ る ESWの 発見以 後 ， 波形 に よ る プ ラ ズ マ 波動

の観測の重要性が世界的 に 認識 さ れ ， 同様 な 波形 を

も っ プ ラ ズ マ 波動 が他 の 衛星 に よ り 次々 と 観測 さ れ

世 界 中 の研究者 か ら 報告 さ れ始め た 。 そ し て ， そ の

観測領域の多様性か ら 地球周辺の空間でこの泡沫は

ポ ピュ ラ ー な 存在であ り ， そ の研究 に よ っ て宇宙空

聞の 力 学的性質の解明 も 可能で、あ る こ と も わ か っ て

き た 。 ESWの 発見 と 発生メ カ ニ ズ ム の 解 明 ， これ

は ， ま さ に 「観測 と 計算機実験の融 合」 を 最大の特

徴の ーっ と し て い る 当セ ン タ ー でこそ な し え た結果

で あ る 。 GEOTAIL 衛星 は 今 も 宇宙 プ ラ ズ、マ の 大海

に 浮かぶ泡沫 を 観測 し 続 け て い る 。 川面 に浮かぶ泡

沫 に 比べ， この電子の泡は比較的寿命が長そうであ

る が， 宇宙の歴史 と いう ス ケ ー ルでみ れば， や は り

こ の 電子 の 泡 も 一瞬で消え去っ て し ま う泡沫であ

る 。 そ の 一瞬の泡沫 を と ら え る 目 （ 衛星観測） と そ

れ を 考え る 頭脳 （計算機実験） の コンビネ ー シ ョ ン

はこれ か ら の宇宙 プ ラ ズ マ の研究 に 大 き く役立つて

いくこ と であ ろう。
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図2：計算機実験によって再現された静電孤立波の電界

波形（上）と対応する電子の位相図（下）。 電子が
孤立したポテンシャル構造に捕捉されているのが．
わかる。

図1 : GEOTAIL衛星が·1993年1月16日に観測した静電
孤立波（ESW）の電界波形 。

（超高層電波研究セン タ ー ）

【玄ft窒流 〕
「多国籍国家カナダでの生活と自然」

安藤 信
私 は ， 1 9 9 6 年 6 月 末 か ら l 〔） カ 月 ， カ ナ ダ ，

Vanc ouverのU BC (British Columbia大学） に滞在

し ， へム ロ ッ クの 更新 に 関す る 研究 に 従事す る こ と

がで き た 。

長年， カ ナ ダ 固有林のDr. Page と 連絡 を 取 り ， 支

所 のひ と つで あ る BC州 の 太平洋森林 セ ン タ ー での

滞在 を 希望 し て い た 。 し か し ， 同 国 で も 近 年 の 固有

林事業 ， と り わ け研究費の削減 に よ り そ れが難 しく

な り ， 彼の助言 と ， 農学部 の岩坪五郎教授 の薦めで，

U BCの森林生態学研究室 の 教授で あ る Dr. Kimmins 

の も と でお世話 に な る こ と に な っ た 。

出発前 に Dr. Page か ら 何 度 と な く連絡が入 っ た 。

515 



京大広報

そ し て ， 「 カ ナ ダ に は 様々 な 自 然があ る 。 代 表的 な

も の は ， 東 部 ， 中 心 部 へ の 旅 行 ， も うひ と つ は

RockyllJfl服への 旅行で見 る こ と が出 来 る 。 旅行が可

能 な 時期 は 7' 8 月 し か な い 。 金があ る な ら カ ナ ダ

国有林 を 案 内 し て や る か ら すぐ に 連絡せ よ 。 」 と き

っ て き た 。 そこで， 北極圏へ も 行 っ て み た い と いう

希望 も 入 れ て ， 東部， 中心部の森林見学 の計画 を お

願い し た 。 早 速 ， 返 事 が あ り ， ま ず 自 分 が い る

O ttawa の 国有林 本 部 ， Qu ebec, Fred e r i c t o n, 

S ault-St. Marie の 各 支所 に そ れぞれ 2 , 3 日 滞在 し ，

T orontoや ， 北 の Newfoundland島， Inuvik を 廻 る 7

月 18 日 か ら 約 1 カ 月 の旅行 日 程が送 ら れ て き た 。 各

地 の 主 た る 案 内 者 は 誰で， 1 日 目 は安藤 は どこの森

林 と 施設 の見学， 家族は観光， 2 日 目 は 家族 と 一緒

に どこの試験林へ ピクニ ッ ク， そ の た め に どのホテ

ル に 予約 せ よ ， と い っ た綿密 な も のであ っ た 。 彼 と

知 り 合 っ た の は 1989年 に カ ナ ダでIUFR O （ 国 際林

学 会 ） が聞 か れ た 時 で あ る 。 彼 は 開 催 国 の

Excursi onの 総責任者で， 自 ら が企画 し たひ と つ で

あ る Yukon-Alaska旅行 に 奥 さ ん と 参加 し た 。 旅行

計画 を 練 る の は 得意 中 の 得意の よ うであ る 。 い わ れ

る ま ま に宿 を 予約 し ， 切符 を 手配 し た が， 旅行社 も

知 ら な い 地 名 も あ っ て 戸惑 っ た 。 この旅行では 日 本

の 森林 と 似た東部の ブナ ・ カ エデな どの落葉広葉樹

林， 北 方林や森林限界の 疎林 な どの 自 然， そ れ に カ

ナ ダの 森林が抱える 火災， 動物， 病虫害 な どの問題

を 現地で見る こ と がで き る と と も に ， 多くの研究者

と 知 り 合 い に な れ た こ と は た い へ ん な 収穫であ っ

た 。

一 方 ， UBCの Kimmins教授 か ら は ， 私 が到着 す

る 時期 に丁度 カ ナ ダ 各 地 か ら 国 ・ ナト｜有林， 大学の研

究者が集 ま っ て ， 彼の研究室 が押 し 進 め る 「森林の

デー タ ベー スイヒ」 に関わ る ワ ー ク シ ョ ッ プカf聞かれ

る ， ぜひ参加 し て欲 し い と の 連絡が入 っ た 。

6 月 28 日 （ 金 ） , Vanc ouver に 到着 し た 。 空港 に

は カ ナ ダ に 永住 し て い る ， 先輩の兄 さ ん 夫婦が迎え

てくれて， 宿への 案 内 ， レ ン タ カ ー の手配や， 滞在

中 の 家探 し に奔走 し てくれ た 。 週が明 け ， は じ め て

UBC に 出 勤 し た 。 研究会で は 教授 は 参加 者 達 に 雄

弁 に 私 を 紹介 す る と と も に， 会議の 合 間 を み て ， 私

の 研究計画 を 練 っ てくれ た 。 彼 は 1 ) Vancouver島

北 部 の レ ッ ド シ ー ダ林の更新， 2 ） 大学近くの 自 然、
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Gatineau自然公園（Quebec州）へのピクニック（Dr. Page夫妻
と奈先生と）

公園内でのへム ロ ッ ク稚樹の更新， の 2 つ の研 究 に

か か わ る よ う に薦め てくれ た 。 ま ず 1 ） の森林 を 視

察す る 手配 を す る と と も に ， な んで も 細か いこ と は

研究室 の マ ネ ー ジ ャ ー であ り ， 教授 の片腕で も あ る

中 国 人 の Min さ ん に 聞 け と 言 っ て く れ た 。 次の週，

フ ェ リ ー と 車で 1 日 がか り で試験地 に到着 し ， ここ

で は 院生 2 人 の 案 内で， 森林伐採後， 窒素不足の た

め に 再生 が ま ま な ら な い更新地 や ， 日 本 人が好 ん で、

輸入 す る イ エ ロ ー シー ダ （ 日 本 のヒノ キ ） の 試験地

を 見学 し た 。 道 中 ， 島の 中 心、音日で

る ダ、グ ラ ス フ ア一の 森林 や ， 西 部 で は 降 水 量 が

3,000mm を 超え る 温帯多雨林 （翌年， 日 本への帰路

に 行 っ た アメリ カ のOlympic 国 立公園で は降水量が

4,000mm を 超え， ジ ャ ングル の よ う に コ ケ む し た 典

型的 な 森林 を 見 た ） ， 常緑の リ ョ ウ ブ （A rb utus)

な ど も 見 る こ と がで き た 。 ま た ， 教授 はR ocky山脈

(Alberta州 を 含む） な ど 内 陸 部 は 10月 以降氷点下 に

な っ て ， 施設 も 閉鎖 し て し ま うので早く行 っ て 来 い，

BC州 の海岸部 の針葉樹林 を 見 る に はVanc ouver島

北 部 か ら 出 る フ ェ リ ー で海路 を 44 0k m北 上 す る

Prince R upertへの旅がすば ら し い と 薦め てくれ た 。

そ れぞれ10月 半ば と 翌年 の 3 月 に 出 か け る が， 海岸

部 か ら 内陸部への 自 然の移 り 変 わ り ， 内 陸 の乾燥 や

寒冷 な 気候下 で の 疎林や草原 な ど ， 温暖多 雨 な

Vanc ouverや， 東 部 や 中心部 と 異 な っ た 自 然 を 観察

で き る と と も に ， BC州 の 自 然、が他ナト比異 な っ て複

雑であ る こ と ， カ ナ ダ は 国 が大 き い だ け に 自 然が き

わ め て多様であ る こ と を 再認識す る こ と がで き た 。

研究室では， 9 月 か ら 新学 期 が始 ま っ た 。 教授 は
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国 ・ 州、｜有林， 企業か ら 集 め た研究費 を 皆 に披露 し ，

大 学 院 の 新 入 生 た ち を 20 名 あ ま り の構成員に 紹 介

し ， そ れぞれの奨学金の 交付や ， リサ ー チ ・ テ ィ ー

チングア シ ス タ ン ト と し て の雇用， 研究補助 を す る

オ ー バ ー ドク タ ー の雇用 な ど， l 年 の研究計画， 組

織 を 発表 し た 。 私 の 名前 も し っ か り と あ が っ て い る 。

2 つ の与え ら れ たテー マ を 2 人の新入院生 と す る こ

と に な り ， 補佐 を ア メ リ カ と ド イ ツ 人 の オ ー バ ー ド

ク タ ー がす る こ と に な る 。 研 究室 は ス イ ス ， 中 国 ，

日 系 ， ラ テン系… と か な り の多国籍企業であ る 。 次

の週， 前述の 自 然公圏 内で学生実習が始 ま っ た 。 前

年 に 実習 を う け た新入院生がテ ィ ー チングア シ ス タ

ント と し て班 を 持 た さ れ ， 樹木実習 や土壌調査 を し

なくて は な ら な い 。 な か な か大変だ。 実習中 に 教授

は 学生達 に ， この森林では安藤がへム ロ ッ ク稚樹の

更新の調査 を す る ので， 森林の構造や変選が さ ら に

明 ら か に な る であ ろう な ど と 紹 介す る 。 滞在期 間 が

短い か ら ， ま と ま っ た仕事がで き な い か も し れ な い

と 言 っ ておい た の に ， な か な か の や り 手であ る 。 教

授は実 習 の 終 わ り 際 ， 辺 り を 見回 し て ， 3mtま ど の

へ ム ロ ッ ク を 2 本 ， 怪力 でヲ｜ き 抜 き ， 慌て て 大 き な

袋に詰め 込んだ、。 「公圏 内 な ので一般 の 人 に見つ か

る と う る さ い 。 これで し ば ら く は安藤 の仕事がで き

た か ら ， 静か に し て い る だろう。 」 と 言 っ て ， パ ジ

エ ロ に積み 込 ん だ。 し か し ， 10月 後半か ら 12 月 半ば

に か け て は 日 本での報告書 を 仕上 げねばな ら ず， 連

日 ， 大学へ 出 て も UBC内 のア ジアセ ン タ ー で 日 本

の 図鑑 と に ら めつこ と な り ， 教授 と の約束が な か な

か 果 た せ な い 毎 日 であ っ た 。 この 間 も ， 教授 も Min

さ ん も 顔 を 合 わ す と ， 昼飯 を 食べ に 行こう， う ま い

ヌー ド ル があ る ， あ る い はク リ ス マ ス 会， 歓迎会，

送別会だ と 会食や ド ー ナ ツ ， ピザパ ー テ ィ ー に 誘 っ

てくれ た 。 こち ら では夜の長時 間 の宴会 を す る の は

日 本 人 と 中 国 人 だ けで， ほ と ん ど昼間 の 1 時 間 程度

の あ っ さ り し た 会であ っ た 。 12月 半ばか ら 調査 を 再

開 し た 。 今度 は Min さ ん の 協 力 で公園で100本以上

の へム ロ ッ ク稚樹 を 掘 り 取 っ た 。 さ す が に 一般 の 人

に見つ か っ て と がめ ら れ た が， そ の 時 はMin さ ん が

ま く し 立 て て ， 弁解 し てく れ た 。 し か し ， い つ も 頼

む わ け に は い か な い と ， 夕方， 少 し暗く な る 頃 に 一

人で も 出 か け て い っ た 。 稚樹 を ， 自 宅で葉， 幹， 枝，

根 に 分 け て ， 大学の 実験室で乾燥重量 を 計 り ， 研究

宣言で年輪 を 読む と い っ た 毎 日 と な っ た 。 ま た ， 教授
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に 「調査林分の 光環境 を 調べ る た め に ， 4 月 に帰国

後 ， 再 び太 陽 高 度 が高 い 時期 にUBCに戻 り た い 。 」

と 言う と す ぐ に 招 待 状 を 書 い て く れ る と と も に ，

Min さ ん は2,500 ド ル （20万 円 ） ほ ど の照度計 を 買

っ て やろう， 欲 し け れば 日 本 に 持 っ て帰ればい い な

ど と た いへん親切であ っ た 。

Vancouverで、は多くの 国 の 人々 に 会うこ と がで き

た 。 到着 後仮住 ま い し た 民宿の奥 さ ん は 日 本 人であ

っ た 。 英字新聞で見つ け た 家 は イ タ リ ア人 の芸術家

が10 カ 月 ほ ど母国へ芸術活動 の た め帰国す る 間 ， 住

むこ と に な っ た も のであ る 。 そ の 家 の管理 人であ る

息子 さ ん は 日 本 人 と 結婚直前で， 結婚式 に 出 てくれ

る よ う に頼 ま れ た 。 両隣は フ ラ ンス 系 と ロ シ ア系 の

人達で， Dr. Page は イ ギ リ ス 人， 奥 さ ん は ド イ ツ 人 ，

彼 と と も にOttawa の 案 内 を し て く れ た 国有林 の察

先生は奥 さ ん が 日 本 人で， 彼は東大大学院 を 出 ら れ

た 日 本語がぺ ら ぺ ら の台湾 人で， 家族 と も ど も カ ナ

ダ到着 後 問 も な い 時 期 に ほ っ と し た も の で あ る 。

UBCのア ジア セ ン タ ー で は と く に 日 本 と 中 国 の文

化 系 の蔵書が多く， 日 本部門の責任者 は滋賀県出身

の権並 さ ん と いう方であ っ た 。 彼 の 紹 介で 同 セ ン タ

ー に は か な り の 日 本 人が勤務 し ， この部門 と 林学関

係 に 多くの 日 本 人が留 学 し て い る こ と も 徐々に分か

つて き た 。 ま た ， 子供達の 入学 し た ハ イ スクー ル の

関係 か ら ， 同 時期 に 私 同 様 に日本 か ら 派遣 さ れた多

くの研究者がい る こ と も 明 ら か に な り ， 一緒 にビー

ル を 作 り に 行 っ た り ， た いへ んお世話 に も な っ た 。

カ ナ ダ は ， 建国 か ら の 住民であ る イ ギ リ ス ， フ ラ ン

ス 系 民族 の 対 立 に よ る Quebe c 問 題 ， 先 住 民 問 題 ，

近年の香港， 台湾か ら の移民の急増な ど， いくつ か

の民族問題 を 抱えて い る と いう。 し か し ， 日 系 人 を
含め ， 多くの民族が カ ナ ダ の 名の も と に 一丸 と な る

姿 は ， 日 本では想像で き な い も のであ っ た 。 ハ イ ス

クー ル の 教育 も ， ま ず英語 と 仏語の二つ の 国語， そ

し て 歴史や キ ー ボ ー デ イ ング （ タ イ プ打ち） と い っ

た実学 を 重視 し ， 余暇 に は釣 り やハ イ キング， キ ヤ

ン ピング カ ー での ド ラ イ ブ な ど， 自 然 と 親 し むこ と

に多くの 時 間 を 費や す 人々 の 生 活 は ， 日 本での生活

を 考え さ せ ら れ る 貴重 な 体験であ っ た と い ま さ ら な

が ら 思 っ て い る 。

（ あ ん どう ま こ と 大学院農学研究科附属演習

林助教授）





京大広報

【資料 〕

1 998. 5 No. 524 

「国立大学施設の整備に関する緊急の訴え」 に関する国立大学協会の要望書

こ の た び 国 立 大 学 協会か ら 国 立 大 学 施 設 の 整備 に 関 し ， 以下の と お り 文部 大臣 に 要望書 を 提 出 し ， そ

の趣旨 に則 り 配慮 方 を 要望 し た 旨報告があ っ た 。

国立大学施設の整備に関する緊急の訴え

1998年3月31日

国立大学協会

二十一世紀 は 学問 と 文化の世紀で あ る 。 現在 の わ が国 の混迷 は 国民が未来 に 対す る 期待 を 失 っ た結果 で あ り ，

そ の混迷か ら の脱却は 学 問 と 文化の振興 の 中 でこそ 果 た さ れ な け ればな ら な い。 科学技術 創 造立 国 と は科学技

術 と 新 し い学問・文化の創造 に よ っ て 未来 に 対す る 希望 を 沸 き 立 た せ， 国 民 に 来 る べ き 未来への希望の中で生

き る 意欲 を 鼓舞す る こ と に 他 な ら な い 。 そ の先頭に 立つべ き 国立大学は全体 と し てこの数十 年 の 間 国際的 に 大

き な 力 を つ け て き た 。 研究者 は 各分野の 国際的 な 学会におい て 指導的 な 役割 を 果 た し ， 世 界的 な グ ロ ー パ ル ス

タ ン ダ ー ド の 実現 に 協力 し て い る 。 自 然科学 の み な ら ず人文社会科学 におい て も わ が国 の 研究者の水準は一流

で あ り ， 国 際的 に 大 き な 発言力 を 持つ よ う に な っ て き て い る 。

し か し残念 な が ら わ が国 は い ま だグ ロ ー パ ル ス タ ン ダー ド を 自 ら 生み 出 す 環境が十 分 に 整 っ て い な い。 二十

一世紀 に は 学 問 と 技術 は個々の 国 の範囲 を 越えて最 先端の教育研究レベ ル を 維持 し て い る 機関 に 集 中 す る で あ

ろう。 そ の と き わ が国が遅れ を と る こ と の な い よ う に す る た め に は ， わが国の 学術研究の基幹的 な 役割 を 担 っ

て い る 大学 を 中心 と す る 研究施設 におのず と 各 国 の 研究者 たちが集 ま っ て く る よ う な体制 を 整備 し な け れば な

ら な い 。 そ の た め に は わ が国 の国立大学 を 中 心 と す る 現在 の 教育・研究環境 は あ ま り に惨め で、あ る 。

本年三 月 文部省の 「今後 の 国 立大学等施設 の整備充実 に関す る 調査研究協力 者会議Jは 「国 立大学等施設の

整備充実 に 向 け て 一未来 を 拓 く キ ャ ンパ ス の 創 造」 と 題す る 報告書 を ま と め た 。 この報告書 は 「大学改革の推

進 」 ， 「科学技術創 造 立 国 の 実現j， 「社会の 要請の変化j の諸課題 を 具体的 に十五の視点に わ た っ て提言 し， 国

立大学等施設の改善 を 提案 し て い る 。

試み に 歴史の古い 国立大学の一つ の例 を 見ょう。 この大学 は総合大学 で あ る が， この大学が有す る 建物 の 面

積の 実 に 半分が老朽化 し てお り ， 緊急の改修が必要 に な っ て い る 。 壁面や天井の剥離， 落下， 漏水， 配管の損

傷な ど目 に 余 る 状態 で あ る 。 大学院教育が本格化 し ， 院生や留 学生が増加 し て い る に も 関わ ら ず， 施設が追い

つ かず， 教育・研究環境 は悪化 し て い る 。 建物 は全体 と し て 「暗いJイ メ ー ジで ， 到底二十一世紀 に 向 け て 学

術 ・ 研究 を す る と いう夢は感 じ ら れ な い 。 留 学生十 万 人計画の 実現が危ぶ ま れ て い る の も この よ う な 大学の現

状が大 き な 原因のひ と つ と な っ て い る 。

この よ う な 例 は 国立大学の どこ におい て も 見 ら れ る 事態 で あ り ， 緊急の対策が必要で、 あ る 。 国立大学協会は

この よ う な 国立大学の現状が わ が国 の 学術・文化 の 水準 を極度 に低下 さ せ かね な い危険性 を 深 く 憂慮 し ， 「調

査研究協力 者会議」 の提案 に 感謝す る と 共 に そ の提案 に述べ ら れ て い る よ う に ， 緊急に 施設 の 整備 を 促進 す る

た め の財政的措置 を 講ぜ ら れ る よ う訴えた い 。
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平成10年度入学試験諸統計

1 . 募集人 員 ・ 志願者数 ・ 合格者数 ・ 入学者数等調

学部・ 日程 募集人員 志願者数
第l段階選抜

受験者数 合格者数 入学者数
合 格 者 数

前期文系 55 人 211 人 204 人 201 人 57 人 人

総合人間
前期理系 55 190 186 183 57 135 

学 部
｛走 期 20 364 320 192 21 

前 期 190 655 654 646 193 
文学部 224 

後 期 30 374 293 152 32 

前 期 40 220 157 156 42 
教育学部 62 

後 期 20 161 138 98 20 

前 期 332 970 970 959 335 
法学部 379 

後 期 38 574 483 192 44 

前期一般 160 日8 546 540 160 

経済学部 前期論文 50 295 251 245 50 237 

後 期 20 397 397 224 30 

前 期 294 963 932 925 296 
理学部 326 

後 期 32 1,201 1,173 743 32 

前 期 90 493 409 400 91 
医学部 102 

後 期 10 263 151 83 12 

前 期 70 215 215 208 72 
薬学部 84 

後 期 10 136 136 91 12 

前 期 922 2,478 2,474 2,442 922 
工学部 1,032 

後 期 108 1,306 1,303 673 113 

前 期 248 889 889 868 255 
E言E 寸且£ー・ 立口HI) 315 

後 期 62 902 902 558 62 

前 期 2,506 8,127 7,887 7,773 2,530 
計

後 期 350 5,678 5,296 3,006 378 

よ口』 2,856 13,805 13,183 10,779 2,908 2,896 

（注）合格者数には追加合格者を含む。

〔外国学校出身者のための選考の実施結果〕

芦一←之． 部 募集人員 志願者数
第 l次選 考

受験者数 合格者数 入学者数
合 格 者 数

法 学 部 20人以内 64 人 44 人 32 人 17 人 17 人

経 済 学部 10人以内 38 20 19 6 5 
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〈 工学部 ・ 農学部学科別内訳〉

学部 （学科） ・ 日 程 募集人員 志願者数
第 i 段階選抜

受験者数 合格者数 入学者数
合 格 者 数

前期 922 人 2,478 人 2,474 人 2,442 人 922 人 人
工 学 部 1 ,032 

後期 1 08 1 ,306 1 ,303 673 1 1 3 
前期 188 525 524 188 

地球工学科 211  
後期 22 263 263 24 

前期 85 247 246 85 
建 築 学 科 95 

後期 10 130 130 12 

前期 232 578 578 232 
物理工学科 261 

後期 28 329 329 29 

電 気 電 子 前期 126 330 330 126 
140 

工 学 科 後期 14 176 176 14 

前期 8 1  212 212 8 1  
情 報 学 科 90 

後期 9 133 133 9 

前期 210 586 回4 210 
工業化学科 235 

後期 25 275 272 25 

前期 248 889 889 868 255 
農 学 部 3 1 5  

後 期 62 902 902 558 62 
生物生産科学科 104 （ 合格者数） 106 （ 前期85名 後期21 名 ） 104 

生物機能科学科 120 （ 合格者数） 123 （ 前期99名 後期24 名 ） 123 

生産環境科学科 86 （ 合格者数） 88 （ 前期71 名 後期 17名 ） 88 

合格者 最高点 ・ 最低点 （総 点 ） 調

学 苦II 日 程 I前 占 総 占
最 高 占 最 ｛民 占

前 期 �－－－ ｛主理：_____ ft系�－ － ー

800 点 604.83 点 504.91 点

総 合 人 間l 学 部
ー骨骨－－－－・，－－·・ー骨”－－ － － － － － ， 鴨 ’ ・ ・ 4陪 唱 ’ R 鴨 ー ー ー ・ ー ’ ー ー ー ． ， ．． 骨 ・ ー － － － － － － － － ·骨 骨ー’ーーー ー ー ー ー ー ・ 4骨 『. .・ 『 ー 骨 ， ー 晴 ー ー － ·， ， ー 『 苧 － － ・ 骨 骨 － － －

800 635.25 478.00 

後 期 800 620.66 496.99 

文 学 音E 前 期 700 523.75 436.83 

fま 期 700 519.切 470.00 

教 育 店チ主＂ー 部
前 期 800 596.4 1 5 10.24 

後 期 900 640.99 553.99 

法 pサz’ーー 剖i 前 期 750 579.75 462.25 

後 期 500 420.切 372.25 

前 期 �－－－1二
論

一一一倖
文

j） 800 623.25 522.25 
ー ー ー 』 － ー 』 ー ー ー ー ー ．． 』 ー ー ーー ー ー ー 』 “ ー ー ーー ー ー 』 ー ・・ ー 骨 量 』 ー 』 ー 』 ．． ー ー ー ー ー 』 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 』 ー ー ー ー ー 司 － － ·ー ー ー ー ー ー ー － － － － － －・ · － ー ー ー ー ー － － －

経 i斉 学 剖i 1 ,050 673.50 515.25 

fま 期 950 675.10 485.60 

思！ 平出 部
前 期 650 524.00 361.00 

fま 期 400 3 1 1 .00 234.00 

医 学 剖1
前 期 1 ,250 1 ,039.75 901.50 

後 鰐l 1 ,400 995.75 922.40 

薬 す店主ん一 剖i
前 期 950 766.33 570.91 

後 期 950 709.62 570.62 

工 学 音日 首t ｝羽 1 ,000 889.00 595.91 

f長 期 1 , 100 846.75 704.00 

工 学 部 百可 j�j （ 総 点 ） fま WJ （総 ｝�） 
学 科 別 1前 . ';r 、 f庇・ 宵raJ .＇� 、 最 fl! 点 l荷 占 最 高 点 最 低 点

地 球 工 学 科 •.'!. 889.00 点 607.50 占 缶 782.75 "' 704.00 z苛
建 築 学 科 824.33 634.58 827.75 713.00 

物 理 工 学 科
1 ,000 

842.33 632.33 
1 , 100 

839.50 71 9.75 

電気電子工学科 873.91 62 l . 1 6  829.25 714.00 

情 報 学 科 849.91 646. 1 6  846.75 71 5.25 

工 業 化 学 科 838.25 595.91 846.50 706.00 

ti 学 部
前 期 1 ,050 809.4 1 617. 1 6  

後 期 810 545.50 469.93 
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2 . 志願者 ・ 入学者出身高校等所在都道府県別調

学 部
都道府県 ＊会U、 fヨ' 文 教育 法 経j斉 理 医 薬 てー 計 都道府県

人間
北 海 道 19 20 2 28 15 48 4 6 38 25 205 三 重6 10  2 5 1 10  2 36 

背 森 3 3 2 5 2 8 2 26 滋 賀1 1 1 1 1 3 8 近
東 岩 手 1 3 2 6 2 6 20 京 都1 1 2 

宮 減 2 5 7 3 7 3 4 1 1  2 45 大 阪l 2 3 1 8 

秋 田 2 2 5 9 3 2 23 兵 庫1 1 1 3 

山 形 2 5 1 7 1 5 1 6 4 32 畿 奈 良北 2 3 1 2 9 

福 島 4 6 3 2 4 14 3 12 5 53 和歌山1 1 3 4 9 

茨 城 13 26 2 17 15 43 1 34 23 174 鳥 取3 3 5 2 8 7 3 32 
2 7 4 3 4 7 6 1 1  6 50 中

関 栃 木 3 3 2 10 島 根1 

群 馬 5 7 5 5 8 14 8 19 15 86 岡 山1 2 2 2 1 5 2 15  

埼 玉 10 12  7 15 14 70 17 7 43 28 223 広 島1 2 3 7 2 5 5 26 匡l
千 葉 24 18 5 9 27 55 6 1 53 33 231 山 口3 3 2 3 10 3 26 

東 東 京 84 83 19 88 1 13 217 60 25 130 96 915 徳 島1 1  13 16 15 27 4 3 19 1 1  120 凹
干111�号 川 43 29 16 1 7  55 1 14 28 7 93 58 460 香 川5 2 5 1 1  2 1 20 1 1  58 

新 潟 3 5 4 7 2 1  2 1 1  7 61  
愛 媛1 1 1 2 5 

中 富 山 2 10 1 4 8 2 1 5 6 39 国
高 知3 1 1 1 2 8 

石 川 3 16 7 1 1  8 18 8 7 37 12 127 福 岡6 2 2 3 3 3 13 7 39 

福 井 7 16 7 1 9  16 27 3 5 30 19 149 九 佐 賀l 3 5 4 5 1 2 9 2 33 

山 梨 3 
1 

1 4 10 4 1 26 
1 長 崎

長 野 10 16 4 7 8 4 1  9 45 10 150 熊 本1 1 2 3 2 10 2 2 1  

岐 阜 1 1  13 4 23 1 1  40 1 1  7 46 18 184 大 分4 4 2 2 3 5 1 1 18 4 44 

知1 静 岡 15  23 2 18 12 68 17 3 79 33 270 宮 崎4 6 3 2 13 1 16 7 52 

愛 知
56 50 29 95 88 142 27 26 246 1 1 6  875 鹿児島1 4  16 5 27 16 27 3 8 79 2 1  216 

〔備考〕 外国学校出身者のための選考を除 く 。 r中 縄

検
，疋ー忠一 ・

そ の 他

,g. 計
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寸ぷんー
士川、会也、 式Eコ込 文 教育 i去 経済人間

10 15 4 27 12 
2 10  1 

5 32 12 33 2 1  
2 7 2 7 5 

57 91  34 172 1 50 
10 20 7 51  34 

1 13 173 70 336 216 
17  42 13  91  43 
61  83 31  185 139 
1 1  18 6 52 36 
29 71 22 1 14 85 

9 18 3 29 19 
6 14 10 31  1 1  
1 3 2 5 1 
5 3 2 13 1 
1 2 
3 3 2 2 6 
1 3 
6 1 9  4 23 23 

5 1 7 4 
26 2 1  8 44 34 

7 7 1 6 6 
8 6 1 6 1 1  
2 2 1 
6 2 2 2 7 
4 1 

13 23 7 4 1  13 
2 4 1 10 2 
3 7 1 1  12 12 

1 2 
6 5 5 5 3 
1 2 1 2 

28 30 6 43 2 1  
6 9 7 3 
6 6 3 9 4 
1 1 2 
8 10 5 4 5 
2 4 2 2 
4 12  5 3 12 
1 2 1 4 
2 3 1 4 3 

1 
4 1 8 1 
3 1 

16 2 1  9 17 9 
4 5 2 5 1 
8 2 1 
2 

13 3 21  2 1  
3 2 

1 1 

765 1,029 381 1,544 1,240 
135 224 62 379 237 
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瑳 医

29 6 
5 1 

26 5 
3 1 

151 89 
21  23 

289 122 
49 16 

191  130 
33 22 
93 42 
28 6 
30 1 5  

5 1 
1 1  2 

9 2 
1 

20 5 
2 1 

46 8 
9 2 

29 3 
5 

15 3 
3 1 

12 10 
2 

28 1 1  
6 1 
5 6 

75 18 
12 3 
1 1  2 
2 
7 
l 

1 2  5 

6 3 
1 
6 7 

32 24 
5 4 
7 3 

33 15 
3 
2 

2,164 756 
326 102 

上段・・ ・志願者数
下段 ・ ・ ・入学者数

部
業 工 B是

百十

3 48 14 168 
18 4 4 1  

12 93 36 275 
5 27 7 66 

46 474 218  1,482 
6 102 34 308 

83 875 383 2,660 
22 241 63 597 
24 4 12 165 1 ,421 

8 129 32 347 
15 316 140 927 
4 1 13 28 257 
4 53 30 204 
2 10  5 35 
1 18 6 62 

5 1 10 
2 8 12 49 
1 2 2 10 
7 70 50 227 
4 2 1  8 53 

10 80 20 297 
3 26 5 72 
3 36 14 1 17  
1 1 4  5 31  
3 17 3 60 
2 3 15 
4 41 20 184 

7 3 31  
2 46 15 147 

17 1 30 
1 1 5  1 5  66 

5 1 14 
10 106 50 387 

1 27 14  82 
4 21 7 73 
1 3 1 12 
4 1 7  1 3  73 
2 3 5 21  

15 10 79 
4 13 

2 9 4 37 
1 1 2 6 
3 10 5 45 

4 1 9 
31  18 177 

9 3 38 
5 6 32 
3 3 9 

2 6 10 124 
8 

2 l 8 

351 3,784 1,791 13,8�5 
84 1,032 315 2,896 
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3 . 志願者 ・ 入学者入学資格取得年別調
志 理E 者 入 寸よ以ーー 者

学 部 主主 数
現 役 浪 人

総 数
現 役 I良 人

10. 3 卒 9 .  3 卒 8 .  3 桔： 7 .  3 卒 6 .  3 以前 10. 3 卒 9 3 卒 8 3 卒 7 3 卒 6 3 以前

765 454 210 50 20 31 135 65 63 5 2 
総 合 人 間

検 13 検 6 検 1 4責 3 検 3 
学 部

59.3% 40.7% 48. 1 %  51.9% 

1 ,029 634 298 55 1 1  31  224 143 68 8 2 3 

文 学 部 f也 1 f也 1 

61 .6% 38.4% 63.8% 36.2% 

381 228 1 18 26 2 7 62 35 24 2 

教育学部 検 3 検 2 検

59.8% 40.2% 56.5% 43.5% 

1,544 986 432 71 23 32 379 210 149 16 3 

法 学 部
検 21 検 7 検 3 検 3 検 8 検 3 検 2 検

他 1 f也 1 

63.9% 36. 1 %  55.4 % 44.6% 

1,240 6 l l  435 100 35 59 237 1 14 97 19 3 4 

検 21  ＋生 6 検 4 検 4 検 7 検 2 検 1 検
経済学部 ｛也 ｛也

49.3% 50.7% 48.l % 51.9% 

2,164 1 , 143 563 207 68 183 326 205 100 13 4 4 

4責 33 ヰ貴 9 検 7 検 2 検 3 検 12 検 3 検 2 検

理 学 部 専 2 専 専 1 

｛也 2 他 2 

52.8% 47.2% 62.9% 37.l % 

756 284 141 69 31 231 102 44 37 13 7 

医 学 部
検 15 キ貴 5 検 1 検 2 倹 4 検 3 

専 1 

37.6% 62.4% 43. 1 %  56.9% 

351 207 90 13 19 22 84 47 29 7 

薬 学 部
検 2 検 4食 1 

J!I. 専

59.0% 4 1.0% 56.0% 44.0% 

3,784 2,385 1 ,058 214 50 77 1,032 621 357 40 8 6 

工 学 部
検 6 f貴 1 検 3 検 検

f也 2 他 2 

63.0% 37.0% 60.2% 39.8% 

1,791 963 552 154 47 75 315 167 121 24 1 2 

j込 学 者II
検 10 t貴 3 4貴 十貴 2 検 4 

イ也 他

53.8% 46.2% 53.0% 47.0% 

13,805 7,895 3,897 959 306 748 2,896 1 ,651 1,045 147 24 29 

検 124 f主 37 検 22 f主 17 検 9 検 39 f貴 8 検 2 4貴 4 t貴 1 4責
i仁t 計 専 4 専 一111一 2 専

他 8 他 5 他 3 

57.2% 42.8% 57.0% 43.0% 

〔外国 学校出 身 者のための選考 に か か る 入学資格取得年別調〕
志、 l�JJ 

"f. 部
総 数

現 役 j良
10. 3 卒 9 3 卒

64 57 7 

法 学 部 f也 64 他 57 ｛出 7 

89.1 %  10.9% 

38 38 

経済学部 他 38 他 38 

100.0% 

者 入 学 者

人
総 数

現 役 浪 人

10. 3 卒 9 .  3 卒

17 14 3 

他 17 ｛也 14 イ也 3 

82.4% 17.6% 

5 5 

｛也 5 他 5 

100.0% 

倹…大学入学資絡検定合格者 専 問等専門学校出 身者 他 そ の他の 入学資格取締者
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L公開講座 】
平成10年度工学部公開講座

く ら し ・地球・工学

1 998. 5 No. 524 

工学部で は 来 る 6 月 6 日 ， 13 日 の 各土曜 日 に ， 広 く 一般市民 を 対象 と す る 「京都大学工学部公 開 講座j を ，

下記の と お り 開催 し ま す 。

6 月 6 日 （土）

廃棄物 の 再資源化

2 1 世紀 に 向 け た 自 動車 と そ の 環境対策

6 月 13 日 （ 土 ）

太陽光か ら 電気 を 作 る 太陽電池の魅力 一

エ コ ト ピ ア - 2 1 世紀の持続的社会

時 問 ： 午後 l 時30分 ～ 4 時30分

f-玉 場 ： 京都市左京区吉 田 本 町

京都大学工学部 物理系共 同研究棟

（ ※ 自 家 用 車 で の 来 場 は ご遠慮 く だ さ い 。 ）

定 員 ： 150名

受 講 料 ： 4,400円

武 田 信 生 教授

池 上 詞 教授

松 波 弘 之 教授

内 藤 正 明 教授

（ テ キ ス ト 代 を 含め ， 全講義 を 通 し て の受講料で消費税 を 含み ま す。 ）

申 込方 法 ： 現金書留 ま た は 受講料直接持 参 に よ り お 申 し 込 み く だ さ い 。

現金書留 の場合 は 以下の も の を 同封 し て 下 さ い 。

1 . 受講料

2 . 住所， 氏名 ， 年齢， 職業， 電話番 号 を 記 し た 用 紙

( 1 人 に つ き l 枚記入下 さ い 。 ）

3 . 返信用封筒

（表側 に 宛名 ， 郵便番号 を 記 し ， 80円 切手 を 貼 っ て 下 さ い 。 受講証， 領収証， 会場案内 図 を お

送 り し ま す 。 ）

申 込期 間 ： 5 月 1 1 日 （ 月 ） ～ 6 月 4 日 （ 木）

持参の場合の受付期 間 ：

（ 月 ） ～ （ 金） 午前10時 ～ 午後 3 時 （ 午 後 O 時 ～ 午 後 l 時 を 除 く ）

テ キ ス ト は 当 日 会場受付 で お 渡 し し ま す。

本講座 は 「京の 府民大学」 対象講座です。

問 い 合わせ先及 び 申 込先 干 606 8501 京都市左京 区 吉 田 本 町

京都大学工学部等総務課庶務掛 公 開 講座係

（工学部 8 号館 l 階西側 ）

電話 ： 075 753 5000 ・ 5005

FAX : C〕75 - 753 - 5065 
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〔 お知 ら せ
平成10年度創立記念行事音楽会の開催

本学で は ， 6 月 18 日 の 創 立記念 日 を 祝 し ， 下 記の と お り 音楽 会 を 開催 い た し ま す の で ， 本学学生 ・ 教職員 の
ご来聴 を 歓迎 し ま す 。

称
者
時

奏

名
演
日

ラ グ ・ タ イ ム ＆ 方、 ー シ ュ イ ン

池 宮 正 信 （ ピ ア ノ ）
平 成 10年 6 月 17 日 （水）

会 場
フ。 ロ クゃ ラ ム

〈第一部〉 （約40分）
ブ ラ ー ム ス
ゴ ッ ド シ ャ jレ ク
ス コ ッ ト ジ ョ プ リ ン
ア ー ン ト
ク レ jレ
ク ラ ウ ド ド ビ ュ ッ シ ー

開場 ： 午後 5 時30分 間 演 ： 午後 6 時30分
終演 ： 午後 8 時30分 （予定）

京都 コ ン サ ー ト ホ ー ル （ 京都市左京区下鴨半木 町 1 - 26) 

間 奏 曲 作 品 1 1 7 No. 2 
パ ス キ ナ ー デ
ジ － エ ン タ ー テ イ ナ ー
ユ ー モ レ ス ク ・ ラ グ
ミ シ シ ッ ピ ー ・ ラ グ

小 さ な 黒 人 ， 風変 わ り な ラ ヴ イ ン 将軍
ゴ リ ウ ォ ッ グ の ケ ー キ ウ オ ー ク
シ ェ ピ ー チ ェ イ ス

優雅 な 幽霊 の ラ グ
ヘ ピ の キ ッ ス （幻想の ラ グ ）

一 休憩 （20分間 ）
〈 第 二部〉 （約40分）

ガ ー シ ュ イ ン

ブ レ イ ク
ウ ィ リ ア ム ボ ル コ ム

3 つ の前奏曲
ふ た つ の調 の即 興 曲 ， リ ア ル ト の さ ざ波 （ ラ グ）
ス ワ ニ ー ， 私 の 好 き な 人
ア イ ゴ ッ ト リ ズ ム ， ラ プ ソ デ イ イ ン ブ ル ー よ り

演奏者略歴
池 宮 正 信

1 946年， 中 国 旧奉天市生 ま れ ， 京都市洛星高校在学 中 に 渡米， オ ー ペ リ ン 音楽 院 ピ ア ノ 科 を 首席 で 卒 業 。
イ ン デ イ ア ナ 大学大学 院 で最優秀学生 と し て 修士号 を 取得。 1980年 よ り メ イ ン 州 の ア ー カ デ イ 音楽祭 に て 音
楽監督 を つ と め 全米有数の音楽祭 に 育 て 上 げ， 毎年 l 万 人以上の聴衆 を 集 め て い る 。 今年の音楽祭は 18年 目
に あ た る 。 ピ ア ニ ス ト ， チ ェ ン パ リ ス ト ， 室 内 楽奏者， 指樺者， 古楽器研究家， 国際音楽 コ ン ク ー ル 審査員
と し て の 活動 は ， ア メ リ カ ， カ ナ ダ， 中 南 米 ， ロ シ ア ， ヨ ー ロ ッ パ ， 日 本 各 地 に 及 び， 全米 ラ ジ オ ， テ レ ビ ，
国連本部での演奏や 各 地 の フ ェ ス テ ィ パ lレ を 通 じ て ， ア メ リ カ 音楽 ， 特 に ラ グ タ イ ム の ト ッ プ ピ ア ニ ス ト と
し て 確 固 た る 存在 で あ る 。 1989年 レ ニ ン グ ラ ー ド 室 内 管弦楽団の招待 を 受 け ， 指揮者 ， ピ ア ノ 奏者 と し て 旧
ソ 連 の ツ ア ー を 行 い ， そ の 模 様 を 全 ソ 連 に テ レ ビ で 放 映 紹 介 さ れ た 。 1 9 9 1 年 7 月 ， 国 連 本 部 か ら
“Musician Supreme

，，
一 最高 の 音 楽 家 ー と し て 表彰 さ れ た 。 1992年 ， ニ ュ ー ヨ ー ク で録音 し た CD 「 ラ グ タ

イ ム ・ ク ラ シ ッ ク ス 」 は グ ラ ミ ー 賞 に ノ ミ ネ ー ト さ れ た 。 1993年秋， ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ラ グ タ イ ム ・ オ ー ケ ス
ト ラ を 結成。 1994年 に はBMG よ り 「ニ ュ ー ヨ ー ク ラ グ タ イ ム オ ー ケ ス ト ラ j を リ リ ー ス 。

ま た ， 日 本 に お い て も 幅広 く 活躍 し て お り ， 最近 で は 金 閣 寺創 建600年記念 コ ン サ ー ト 「音舞台」 に ニ ュ
ー ヨ ー ク フ ィ ル の 主 要 メ ン バ ー と 共 に 出 演 し た 。

入場無料
備 考 ： 学生証 ま た は 職 員 証 を 持参 し て く だ さ い 。

プ ロ グ ラ ム は 当 日 会場で配布 し ま す。 定員 は 1 ,600名 先着順 と し ま す。

演奏 中 は 入場 で き ま せん。

（学生部）
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【 話題
生態学研究センターに新進高速観測調査船 「 はす」 進水

琵琶湖 を 対象 と す る 学術調査研究や学生実習 に 活

用 さ れ る 調査船 と し て ， 昨年10月 か ら 建造 を 進 め て

い た 「 は す j が 3 月 2 日 に 進水 し ， 活動 を 始 め ま し

た 。

こ の調査船 「 はす」 は ， 耐腐食性ア ル ミ ニ ウ ム 合

金製で、全長12.5m， 総 ト ン 数8.5 ト ン ， 最大航行速度

20 ノ ッ ト ， 定員20名 で レ ー ダ ー ， デ イ フ ァ レ ン シ カ

ルGPS, ド ッ プ ラ 一 流 向 ・ 流速計， ジ ャ イ ロ コ ン パ
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ス ， 水温計， ア ー マ ー ド ケ ー ブ ル ウ イ ン チ （船尾 デ

リ ッ ク ） ， ワ イ ヤ ー ウ イ ン チ （左舷 ダ ピ ッ ト ） な ど

を 装備 し て い ま す。

調 査船 「 は す j は 全 国 共 同 利 用 施設の一つ で あ り ，

そ の 活用 が琵琶湖 か ら の 大 き な 成 果 に つ な が る こ と

を 期待 し て い ま す 。

（ 生態学研究セ ン タ ー ）
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